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（２）ふたば医療センター附属病院の状況について
（３）多目的医療用へりの運行について
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【配付資料】
１次第、委員名簿、出席者名簿、席順表
２ 資 料 １ 福 島 県 救 急 医 療 体 系 図

資料２-１平成２９年救急業務実施状況（相馬地方広域消防本部）
資料２-２平成２９年救急統計資料（相馬地方広域消防本部）
資料３双葉消防本部救急活動概要(双葉地方広域市町村圏組合消防本部）
資料４平成３０年度相馬地方病院群輪番制協議会事業報告
資料５ふたば医療センター附属病院患者報告
資 料 ６ 福 島 県 多 目 的 医 療 用 へ り の 紹 介
資料７救急活動プロトコールワーキンググループの検討関係

（福島県消防保安課の資料）
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所 属 職 名 氏 名 備 考

１相馬郡医師会 会 長 船 橋 裕 司

２双葉郡医師会 会 長 堀 川 章 仁

３相馬歯科医師会 会 長 菅 野 明 彦

４双葉郡歯科医師会 会 長 泉 田 一 蔵

５相馬地方広域市町村圏組合 事務局長 橘 川 茂 男

６双葉地方広域市町村圏組合 事務局長 秋 元 ・ 正 國

７相馬地方広域消防本部 消防長 小 谷 津 芳 秀

８双葉地方広域市町村圏組合消防本部 消防長 大 和 田 仁

９相馬地方病院群輪番制協謹会 会 長 標一章黍 隆 三 郎

1０ 双葉地方病院群輪番制協議会 会 長 重 富 秀 一

1１ 公立相馬総合病院
① 砂

院 長 金 田 寛 之

1２ 南相馬市立総合病院 院 長 及 川 友 好

1３ ふたば医療センター附属病院 院長 田 勢 長 一 郎

1４ 南相馬警察署 署 長 松 崎 幸 夫

､１５ 双葉警察署 署 長 保 科 直 樹

1６ 福島県相双地方振興局 県民環境部長 祓 川 浩

1７ 福島県相双保健福祉事務所 所長 新 妻 勝 幸 会長

１相馬地方広域消防本部 消防係長 志 賀 毅

２双葉地方広域市町村圏組合消防本部 消防課長 林 浩
３双葉地方広域市町村圏組合消防本部 課長補佐兼消防係長 半 澤 和 夫

４消防保安課 聿仔圭杳 高 木 健 吾

５地域医療課 主事 遠 藤 寛 幸

６

７

８

９

1０

1１

1２

相双保健福祉事務所

副所長

生活衛生部長

生活衛生部副部長

医療薬事課長

専門薬剤技師

主任薬剤技師

主任薬剤技師

佐 々 木 昭 彦

石 川 雅 人

海 老 名 裕 二

外 島 伸 泰

尾 形 眞 一

後 藤 香

大 槻 光 浩
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所 属 職 名 氏 名 備 考 出欠 代理者職名 代理出席者氏名

１相馬郡医師会 会 長 船 橋 裕 司 出席

２双葉郡医師会 会 長 堀 川 章 仁 欠席

３相馬歯科医師会 会 長 菅 野 明 彦 代理 副会長 加藤悟郎

４双葉郡歯科医師会 会 長 泉 田 一 蔵 欠席

５相馬地方広域市町村圏組合 事務局長 橘 川 茂 男 欠席

６双葉地方広域市町村圏組合 事務局長 秋 元 正 國 代理 保健福祉畷長 松 本 鯉

７相馬地方広域消防本部 消防長 小 谷 津 芳 秀 代理 警防裸長 須 田 幸 正

８双葉地方広域市町村圏組合消防本部 消防長 大 和 田 仁 出席

９相馬地方病院群輪番制協議会 会 長 標 葉 隆 三 郎 出席

1０ 双葉地方病院群輪番制協譲会 会 長 重 宮 秀 一 出席

1１ 公立相馬総合病院 院 長 金 田 寛 之 出席

1２ 南相馬市立総合病院 院 長 及 川 友 好 30分遅れ 出席

1３ ふたば医療センター附麗病院 院長 田 努 長 一 郎 出席 事務長同行 武 藤 雅 俊

1４ 南相馬警察署 署 長 松 崎 幸 夫 出席 生活安全第一係長 橋 本 直 弥

1５ 双葉警察署 署 長 保 科 直 樹 代理 生活安全第一係長 坂 本 俊 貴

1６ 福島県相双地方振興局 県民環境部長 誠 川 浩 出席

1７ 福島県相双保健福祉事務所 所長 新 妻 勝 幸 会長 出席

１相馬地方広域消防本部 消防係長 志 賀 殻

２双葉地方広域市町村圏組合消防本部 消防課長 林 浩

３双葉地方広域市町村圏組合消防本部 課長補佐兼消防係長 半 澤 和 夫

４消防保安課 主拝士香 高 木 健 吾

５地域医療課 主事 遠 藤 寛 幸

６

７
一

８

９

1０
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1２

相双保健福祉事務所

副所長

生活衛生部長

生活衛生部副部長

医療薬事課長

専門薬剤技師

主任薬剤技師

主任薬剤技師

佐 々 木 昭 彦

石 川 雅 人

海 老 名 裕 二

外 島 伸 泰

尾 形 興 一

後 藤 香

大 槻 光 浩
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相馬地方広域消防本部



救急業務実施状況

相馬地方広域消防本部
１救急出動件数及び搬送人員

平成２９年中における救急出動件数は、前年より４２件減少し４，５５８件で４，
１４４人を搬送しました。これは、相馬地方の救急隊が１日平均１２．４件出動し、
管内住民２６人に１人が搬送されたことになります。
過去最高となった平成２８年の件数からわずかに減少しましたが、高齢化社会を背

景に今後も増加することが予想されます。
当消防本部における過去５年間の救急出動件数及び搬送人員の状況は下表のとおり

です。

く

く

（１）過去５年間の救急出動件数及び搬送人員

Ｉ難個
（２）事故種別救急出動件数（平成２９年中）

※救急出動件数を事故種別毎にみると、「急病」が６５．４％と全体の約２/３を
占め、次いで「一般負傷」「転院搬送」「交通事故」の順となっております。

く

く
０

- １ -

出 動 件 数
件 数 前 年 比

搬 送 人 員
人 数 前 年 比

平成２５年 ３９ ８１１ +０ .４% ３， ４７８ -１．１％
平成２６年 ４， ３１７ ＋１３．２％ ３， ８１９ ＋９．８％
平成２７年 ４９ ５１３ ＋４．５％ ４,０３８ ＋５．７％
平成２８年 ４， ６００ ＋１．９％ ４９ ０９７ ＋１．４％
平成２９年 (Ez4&こち⑱ -０ . ９ % ４， １４４ ＋１．１％

事 故 種 別 出 動 件 数 構 成 比
急 病 2,983件 ６５．４％
一 般 負 傷 572件 １２．５％
交 通 事 故 ３５６件 ７．８％
自 然 災 害 ０件 ０．０%
自 損 行 為 ５３件 １．２％
労 働 災 害 ５１件 １．１％
運 動 競 技 ３２件 ０.７%
加 害 １３件 ０.３%
水 難 ２件 ０．０%
火 災 ３件 ０．１％
そ の 他 （ 転 院 搬 送 ） 485件 １.０.６%
そ の 他 ８件 ０.２%
合 計 4,558件 １００．０%



(3)曜日別救急搬送人員
※平成２９年は水曜日、月曜日、金曜日の順に多い{頃向となりました。

て

に

２救急車の平均到吉時間
※当消防本部の現場到言及び病院到言までの時間は、全国に比べ延長傾向にあります。

これは救急出動の増加により、現場直近署所以外からの出動が多くなっている
ことや、搬送先医療機関の決定まで時間を要し、現場滞在時間が延長していること
が考えられます。

く

く

３ヘリコプターによる救急搬送状況
（１）福島県防災へりは、平成１３年から運行が開始され、これまでの救急搬送状況は下

表のとおりです。（平成２３年中の件数に震災関連の搬送は含まない）

(2)福島県ドクターヘリは平成20年１月28日（東北初、全国で13番目の導入)か
ら運行が開始され、これまでの救急搬送の状況は下表のとおりです。（フライトDr
の判断により管内医療機関へ搬送となった事案を含む）

※隣県Drヘリ（宮城・山形）による搬送含む。

- ２ -

平成２７年
人数 率

平成２８年
人数 率

平成２９年
人数 率

平 均
人数 率

月曜日 ６０３ 1４.９ 6４５ 1５．７ ６２７ 1５．１ 625 1５．３

火曜日 ５６５ 1４.０ ５９５ 1４．５ ５７２ 1３．８ 5７７ 1４．１

水曜日 ６１９ 1５．３ 5６６ 1３．８ ６２９ 1５．２ 605 1４．８

木曜日 ５６３ 1３９
４

５６０ 1３．７ ５５７ 1３．４ 560 1３．７

金曜日 ６０２ 1４．９ ５８８ 1４．４ 623 1５．０ 604 1４．８

土曜日 ５８０ 1４．４ ６０２ 1４．７ ５７５ 1３．９ ５８６ 1４．３

日曜日 ５０６ 1２．５ ５４１ 1３．２ ５６１ 1３．５ ５３６ 1３．１

現場までの到着時間 病院到言までの時間

全 国
平均８．６分(H２７年）
平均８．５分(H２８年）

平均３９．４分(H２７年）
平均３９.０分(H２８年）

相 馬 広 域
平均９．１分(H２７年）
平均９．０分(H２８年）

平均４３．１分(H２７年）
平均４３．６分(H２８年）

年 別
平成１３
～２５年

平成
２６年

平成
２７年

平成
２８年

平成
２９年

合 計

搬 送 数 ４７ ０ ０ ０ ０ ４７件

年 別
平成２０年
～２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 合 計

搬 送 数 ２３９ ７７ ４９ ３９ ４０４件



４常磐自動車道救急出動状況（平成２４年４月８日開通以降）
当地方における高速道路交通網の発達は平成２４年４月８日に一部供用開始後、平

成２７年３月１日には常磐自動車道が全線開通となりました。
高速道路上の事故等には、救急車のみでの対応は困難なことから、出動車両や出動

人員を増やして対応しています。
開通後の救急出動件数等は下表のとおりです。

こ

て
出動台数中（）は救急車台数。

５救急隊員の資格状況及び車両の状況（平成３０年９月１日現在）
(1)職員i４８名のうち、救急隊員資格者は１３２名（うち型急救命士a_e名)､救急

無資格者は１６名で、毎年計画的に救急隊員の壹成を行っています。
（２）全国５,１４０隊(平成２９年）の救急隊のうち、救急救命士常時運用隊は５,０

８２隊で運用率は９８．９％を占めています。
当本部の救急車配備状況は、下表のとおりです。

く

く

（救命士常時運用隊は相馬・南相馬・小高・鹿島・新地・飯舘６隊で７５％）
※救急救命士常時運用隊とは、救急車に必ず１名以上の救急救命士が搭乗し救急

活動を行っている救急隊のことです。

６救急救命士の救命処置資格及び配置状況
平成３年８月１５日救急救命士法施行後、当本部では、平成10年度に１台目の高

規格救急車を原町消防署（現在は南相馬消防署）に配備し、救急救命士隊を運用開始
しました。
その後、医師の指示なしに行える除細動が平成１５年４月１白、気管挿管が平成１

６年７月１日、薬剤投与（強心剤＝アドレナリンのみ）が平成１８年４月１日から処
置できるようになりました。
また平成２６年４月１日からは血糖値の測定、ブドウ糖投与、心肺停止前の輸液処

置の拡大が図られました。
当消防本部では、毎年計画的に認定救命士の壹成を行っています。
平成30年９月１日現在の資格別救急救命士配置状況は次項表の通りです。

- ３ -

発生年 件数 1 般送人員 出動台数（延べ） 出動人員（延べ） 備考
平成２４年 ○件 ０人
平成２５年 １件 １人 ５台（１台） １２名
平成２６年 ３件 ５人 １４台（５台） ４１名
平成２７年 １４件 １１人 ３８台（１６台） １２０名
平成２８年 １１件 １１人 ２２台（１２台） ６９名
平成２９年 １４件 ２１人 ４４台（２２台） １３４名

高規格救急車
(予備車両を含む） ２B型救急車 合 計 高規格救急車率

９台 ○台 ９台 １００.０%



旬 ０

救急救命士の救命処置資格及び配置状況表

※薬剤・気管＝薬剤投与と気管挿管認定気管のみ＝気管挿管のみ認定。
薬剤のみ＝薬剤投与のみ認定、血糖・ブドウ糖＝血糖値測定及びブドウ糖投与。

逐

逐 ７自動体外式除細動器(AED)の配備と救急隊員の講習について
平成１６年７．月から、一般の市民を含む非医療従事者（医療資格を持たない消防職

員等)が､心肺機能停止傷病者に対し一定の条件を満たす場合には､AEDを用いても、
医師法違反とならないことになりAED講習等を受講し､全職員が使用できるようにな
りました。
AEDの配備は、全救急車９台（高規格救急車に半自動式除細動器９台）のほか平成

20年１月から運用開始したPA(消防車と救急車)連携用及び庁舎用として全所属に
AEDを配備しています。

Ｓ応急手当普及啓発活動・
「救命の連鎖」を図り、地域住民の救命率向上を図るため各種救命講習会を積極的

に開催しております。
平成７年から平成SO年７月31日までの救命講習会の開催及び修了証交付者の状

況は、下表のとおりです。

<

（

また、平成２４年度からは主に小学５年生以上を対象にした救命入門コースやe-ラ
ーニング（インターネットやスマートフォン等を活用した事前学習で、相馬地方広域

消防本部のホームページに掲載しています｡）を活用した短時間の救命講習を開始しま
した。

- ４ -

所 属 人 数 薬剤・気管 気管のみ 薬剤のみ 血聴・ブドウ糖 認定なし
①-

本 部 ５ ２ １ ３

相 馬 ８ ３ １ ５

南相馬 ９ ２ ５ ２
小 高 ４ １ ４
鹿 島 ４ １ ２ １

新 地 ４ １ ４

飯 舘 ５ １ ３ １

計 ３９ １１ ４ 2２ ６

講習会実施回数 修了証交付者数 管内人□
(H30.7.1現在）

交付者人口割合

２，６８７回 ７１,５５９人 １０６ ， ５８５人 ６７．１％



■

救 急 出 場 件 数 推 移̅-"̅.i-.…一"”--了̅̅-…̅̅『̅-̅̅デー一…-̅ー--←̅…一-̅̅…ー-
相馬地方広域消防本部

く

く

（

(

- ６ -

火 災 自然災害 水 難 交 通 労働災害 運動競技 -般負傷 加 害 自損行為 急 病 その他 合 計

昭和47年 ２ 2４ 4５１ 2２ 1０ 8７ ７ ９ 1８３ 1３ 8０８
昭和48年 ４ ６ 452 3４ ６ 9７ ７ ４ 258 1７ 885
昭和49年 ４ 1９ 435 2６ 1４ 1２６ ４ 1３ 459 1２ 1,112
昭和50年 1１ 404 3７ 1３ 1５５ 1０ 1１ 547 2３ 1,211
昭和５１年 ５ 1２ 412 3７ 1７ 1６３ 1２ 1４ 486 5６ ・1,214

昭和52年 ３ 1７ ･３４３ 3６ 2４ 1６６ 1４ 1８ 595 7４ 1,290
昭和53年 ２ ･１ 1６ 397 5３ 2７ 2０６ 1４ 1５ 6８２ 6２ 1,475
昭和54年 ４ 7． 414 4０ 1８ 1８２ 2０ 2４ 690 7５ 1,474
昭和55年 ６ 1１ 374 4６ 20 2３２ 1８ 1５ 7７１ 1０１ 1,594
昭和56年 ３ 1１ 396 4７ 3６ 2０９ 1５ 2０ 7５６ 10０ 1,593
昭和57年 ４ １ ８ ４５３ 4４ 2６ 206 1４ 2１ 774 10１ 1,652
昭和58年 ４ ５ ４３２ ４９ 1９ 203 1８ ２３ 866 9９ 1,718
昭和59年 ２ 1０ ４６５ 40 2３ ２１0 1５ ２１ 886 1４０ 1,812
昭和60年 ４ １ ５ ４９３ ４２ 2４ 222 1８ ２１ 8８７ 1２９ 1,846
昭和６１年 ４ ７ 458 ３８ 2８ 235 1５ ３１ 947 1２２ 1,885
昭和62年 ２ ７ 487 ３３ 2２ 2２１ 1５ 2７ 984 1４０ 1,938
昭和63年 ４ ８ 505 ２0 3３ 224 1３ 2０ 1,032 1３０ 1,989
平成１年 ４ １ ８ ５３４ ３３ 2５ 2０１ 10 ２６ 1,032 1３５ 2,009
平成２年 ４ ５ ７３８ 4７ 1２ 2２１ 1８ 1６ 1,098 1１５ 2,274
平成３年 ３ ５ 5４１ ３６ 2５ 2６４ 1４ ２２ 1,132 1１７ 2,159
平成４年 ２ ７ 5４２ 4４ ２１ 2４４ 2５ ２１ 1,205 1２３ 2,234
平成５年 １ 1１ ５５３

、

3５ ２１ 2３８ 1５ 3２ 1,386 1１７ 2,409
平成６年 ５ ８ 6００ ４９ 1３ 263 2０ 3３ 1,358 1５８ 2,507
平成７年 ８ ３ ５７５ 2３ 2８ 2８１ 1９ ２０ 1,477 1４８ 2,582‘
平成８年 ４ ４ 5７５ 3７ 2４ 334 20 ２６ 1,541 1７４ 2,739
平成９年 ７ ９ 5３９ ４１ 2０ 282 2１ 3０ 1,522 1８５ 2,656
平成10年 ２ １ ９ 50８ 3５ 1５ 315 1６ 4４ 1,698 208 2,851
平成１１年 ４ ７ .４９９ 3６ 1９ 293 2２ 4７ 1,932 ２１２ 3,071
平成１２年 ３ ３ 5３６ 5０ 1９ 3５７ 2２ 4５ 1,906 ２５６ 3,197
平成１３年 ８ 1１ 593 2４ 2７ 380 1３ 4２ 2,065 ３１７ 3,480
平成１４年 ５ ７ 554 2８ 2５ 397 1５ 4９ 2,1,26 ３３０ 3,536
平成１５年 ５ ４ 5６１ ３１ 2２ 408 1５ 4２ 2,344 340 3,772
平成１６年 ３ １ ５１６ 2４ 2９ 464 20 4０ 2,437 ３７３ 3,907
平成１７年 ８ ２ 523 4４ 3５ 468 1９ 6３ 2,494 ３８６ 4,042
平成１８年 ５ １ ２ 474 3２ 2５ 448 2２ 4８ 2,405 390 3,852
平成１９年 ７ ９ 442 4０ 2８ 470 1５ 5５ 2,543 345 3,954
平成20年 ７ ７ 457 3３ 2７ 443 1３ 6２ 2,379 387 3,815
平成２１年 ・ ９ ７ 424 2９ 1７ 485 ６ 6４ 2,380 376 3,797
平成22年 ４ １ ３ 461 3７ 2８ 524 2５ 5３ 2,557 ４５５ 4,148
平成23年 ６｡ 50 299 3８ ５ 388 10 50 2,475 419 3,740
平成24年 １ ２ 3４３ 3９ 1８ 465 1９ ４６ 2,478 385 3,796
平成25年 1０ ５ 3２８ 3３ 1６ 477 2０ ５２ 2,500 370 3,811
平成26年 ２ ２ 432 5５ 1８ 5３２ 1５ 5４ 2,730 477 4,317
平成２７年 ５ ２ 446 6８ 2０ 5４７ 2３ 4０ 2,864 498 4,513
平成28年 ３ ２ 3９９ 6５ 2２ 582 1３ ４0 3,030 444 4,600
平成２９年 ３ ２ 3５６ ５１ 3２ 569 1３ ５２ 2,987 493 4,558
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ふたば医療センター附属病院患者報告（平成30年10月末時点）

H30'11.5病院局
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１．８１５人（1日当たりﾄ|崎４月23日(診療開始)から10月末までの外来患者数
一 こう双葉地域の救急の状況

月別外来患者数の推移
（双鱒也方広域市町村圏組合消防本部）
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管内脳塗中、
当院への猫謹
率(dl))

87.6％

搬送人数
(a)

262
2２

1６156１５ ヌ

:IH29.1～H29.12、〆

7,8月は熱中症､虫刺され等、
夏季特有の患者の来院が増えた。

卸 弄 ｡ 『 ̅ ■

ふたば医療センター附属病院（２４時間３６５日対応〕の開院により、
ノ、 〈 江短縮管内搬 向上し、 「
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年齢別患者数割合(平成30年４月̅10月):雷』|患者数１，３１５人のうち地域別患者数割合（平成30年４～10月）
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・ 骨 折 、 鋼 蕊 、 腰 痛 等 ３ ７ . ６ % I
･腹痛､急性胃腸炎等の消化器系１３．７％｛
･肺炎､ｲﾝﾌﾙｴﾝｻ､辮痔の卿講熟:;.蝿幟蜘職』

の患者令 櫃今双葉潟 Ｗ ＠割

6ﾕ.2％'１唖も ハ0％

Ｉ
１Ｉ 31.5％

４，～９９６０～７＠兜０～

《Ｉ群Ｚ５．９”

画

号

も

ｐ

一■■《■■■▽▲■ｐ今■甲今■ワヨ■ｇ■■ロー■甲一■■■■■９-■■一■■■■・■、■■■ロー■ｇ咽幻Ｑ■■一

１１Ｊ識．｝

◆
写■弓■壷一一尋一坪．雲

霧

１

笙

一

３

』

一

・

月

一

一
（
叩
叩
》

幸■一

Ｊ

』一

室■一
岬
叫
一
』

《
句
唾
〕
句
１
《

》。》

一“《鰍雲■一

一

人

日

歳

一

一一

８

６

２

一

一一一

一一

一

●

●

●

●

一

３
７
９
輪
即
一

一一

６蕊一

一一》一軍

少

一

一棚識醸雌一
一》》》蹄・一蹴一■』
戸００００９０１０００００１１１１１１昨卜．』

一
17.9％
僻琴啄専:’
。｡｡白・・・も･
1..-%｡｡､｡.“.０
，.・・・．：ロ ロ

ド:＄･準･･･笠
■、・・Ｄ■甲。 ｡ｃ

蕊簔’

20％ :16.4‘《光 》『鰯

８．７％７．１％

鰯鯛懲
7.8％

|蕊Ｉ
1 ”

ら堀
■ ■ ■

１ ﾄ蔦【)淵

19以下２〔】～麺櫛 難 町 頴 岡 町 広 蛎 I I I j 川 内 村 他 郡 内 蝋 内 他 、 幌 ｸ Ｉ

６０分以̅上
の搬送
(〔|）

２４８

456
685

６０分以上
､の搬送率
(｡/a）

50.4%
64.1％
27.9％



“
藩

｜・-Ｉ｡ 上 ＝ 戸 壺 - 一 壱 一 ＝ 下 一 一 一 〒̅ . ・ 悪 方
寺 = 且 ■ 圭 一 p 一 一 一 ■ ﾜ

介療釣 鰯震 医 鯛縞 ヘ 成平成B０年ｇ
- ‘福 !島県病惣院

月平 ０Ｊ
ｒ
守
口
。
■ 福 病 院 局唾…．．..．,弓.､顕1壷.L倉_『・蜜,塵臘_､，‘‘吟-．．ｔ…＊.-”蝶:・剥形〃 画 群 ． ｐ Ｉ Ｌ 塚 ､ ､ 島 ． _ -間押 唾 一 L ， 凸 一 山

… -一１ .』画且 .』 ､』一 _ = - ｺ △ j g ご - - 昼 ･ 望

間



平成29年搬送人員搬送地域内訳
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